
【図４】 マルチＴＭＤと既存ＴＭＤの比較 

 【効果１】 
チューニング不要 

【効果２】 
振動低減効果が大き

くなる 

【効果３】 
安定した振動低減の

確保 
 
 

  
 
 
 

実際の振動は固有振動

数付近に多くの振動数を

含む複雑な振動である

が、幅の中にあるものす

べてに対応するため効率

よく安定した低減が得ら

れる。 
 

    

 
点で対応するため、複雑

な振動に対して対応しき

れない振動数があり、常

に安定した低減が得られ

ない場合がある。 
 

建物の振動数に対して幅で対応 
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大 
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４個 

振動に対応できる

点（谷）が複数とな

ることでピークも低

くなる。 

マ
ル
チ
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Ｍ
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建物の固有振動

数が点からずれ

ると、低減効果

が得られなくな

る。 

建物振動数(Hz) 

小 

建物の振動数に対して点で対応 

① 

建物振動数(Hz) 

おもり 
１個 

建物固有振動数 

一つの山（ピーク）

に合わせると、必

ずその両側に別

の山ができるた

め、効果が小さ

い。 

建物の固有振動数がこの幅に入ってい

れば現場でチューニングしなくとも安

定した振動低減効果が得られる 
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